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Ⅰ．はじめに   

自動車業界を事例に、マス・カスタマイゼーション  

環境におけるメーカーと加工組立型サプライヤーから  

構成されるサプライチェーンを対象にして、顧客仕様  

の多様性と生産効率性の両面を実現する新しいビジネ  

スモデルの確立をめざしている。前報［りでは、マス・  

カスタマイゼーションが進展した時のサプライヤーに  

おける生産・在庫への影響評価につき、シミュレータ  

を開発し、顧客仕様の多陳性とサプライヤーの生産効  

率性のトレードオフをロー零ダイアグラムにて表現す  

ることを提案した。   

本報告は、ローSダイアグラムにおける未達率の推  

定式を導出し、シミュレータの結果と比較して、提案  

する推定式の妥当性を示すものである。   

Ⅲ．素懐のサプライチェーンと現状ビジネスモデル   

自動車メーカーとメータセットやフユーエルゲージを  

主要製品とする1次サプライヤー及びその2次サプライ  

ヤー群を対象とする。  

1次サプライヤーは、4つの主要工程を有する。通  

常の平均リードタイム（製品倉庫まで）は、約1週間  

であるっ メーカーへの搬入条作は、「3日前確定注文」  

により指定†時刻、指定場所に搬入する。また、内示条  

件は、「1回／月の先3カ月予測と週毎の先2カ月内  

示」がある。2次サプライヤーのY社への搬入条件は、  

バイウイークリー発注・納入の形態が多い。現在のビ  

ジネスモデルは、「生産の負荷平準化」を原則に、メー  

カーサイドでは「内示情報の事前提示とこれにもとづ  

く確定注文（納入指示）」及びサプライヤーサイドでは、  

「内示情報に基づく1回／週の乱Ⅳ計算と確定注文  

に斉ける後工程引取り」である。  

m．影響評価シミュレータ   

シミュレータの構成を図1に示す。現行のMRP計  

算により生産計画を求め、納入は、内示とは大幅に異  

（凡例）－」＞情報の流れ 一個ものの流れ  

図1シミュレータの構成  

なる確定注文にもとづくものとした。基本モデルは、  

（1）生産工程2、在庫ポイント2、納入拠点2  

（2）工程間及び搬送のリードタイム考慮  

（3）確定注文の決定法  

（確定注文）＝（内示紛＋（内示紛＊α＊f   

ここで、けは、内示に対するばらつきの大きさをあ  

らわす係数、とは、平均0、分散1の正規乱数である。  

（4）品目は多品目かつ基板実装工程において個別品   

目の共通部品がある。各工程は、ロット生産かつ能   

力制約を考慮，初期在庫（S。）は、既知。  

（5）評価指標 評価は、寿垂率（∫0〝）で表し、ケ   

ース毎に、10000回ランし、納入未達が発生したラ   

ンの回数の比率（％）とした。   

Ⅳ．未達率推定式の導出   

d∫を斯期の需要量（確定注文）とし、dfを需要  
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量の平均値（内示注文）、叫を需要量の標準偏差とす   

ると、df∈〃（df，扉）となり、かつ互いに独立とす   

る。∫－を第′期の生産量、∫fを第′期の在庫量とすれ   

i l  

ぱ、∫f＝∫。＋∑∫′－∑4 であり、∫′は平均  
J＝l  J＝】  

5り〃■＝1一月  

Jにより求めることができる。  

（3）   

Ⅴ．計算例   

∫0ご，∫0こ，∫0ニーをそれぞれ各期において、在庫量   

が、∫∫≧0，∫∫≧l，∫∫≧－1となる場合の未達率を表  

すとする。中ロツトを対象に∴与えられた生産計画に  

対して、シミュレータと推定式（2）（3）により未達  

率を求め、比較した。図2の記号は、シミュレータ（◆）、  

／5りユ（●）、∫0ご（▲）、∫0ニl（■）を示丸  

t J  

椚∴＝∫。・∑∫′－∑  
J＝Ⅰ  ．ー＝l  

d′、分散  仔：二＝  

∫f・－〝，f   

Ji  

の正規分布となる。γf＝  と置き換えると、  
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図2 計算結果の比較（α＝0．20の場合）  

これより、未達率が大きくない範囲では，シミュレー  

タによる未達率は、∫0ごに近く、ほぼ5りこ，∫0ニlの  

間にあることがわかる。  

Ⅵ．おわりに   

提案した未達率推定式は、実務上、シミュレータの  

結果をよく近似している。今後は、推定式を使ってマ  

ス・カスタマイゼーション対応型生産計画ロジックを  

考案していく。  
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